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寒さも今がピ ーク。 朝夕は少しず つ夜が 短くなってき ている ことに気づか さ

れるこのごろ 。春は もうすぐそこ まで来 ています（半 分願望 ）。現在会員 登

録数 2,864人さま。 本 年もどうぞよ ろしく お願いいたし ます。 次号は 2月 20日

発行の予定で す／  
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●「日産  童話と絵 本 のグランプリ 」受賞 作品原画展  

当財団主催「第 34 回  日産  童話と絵本の グランプリ 」（平成 29 年度実施）の

入賞作品の原 画展を 開催していま す。  

日  時：開催 中～３ 月 10 日（日）＊た だ し、国際児童 文学館 の開館日時  

場  所：大阪 府立中 央図書館  国際児童 文 学館（東大阪 市荒本 ）  

入場料：無料  

３月上旬に予 定して いる第 35 回（平成 30 年度実施）グランプ リ の発表後は、

新しい入賞作 品の原 画に展示替え します 。（～３月 24 日（日） まで）  

詳細は→  http://www.iiclo.or.jp/07_com-con/02_nissan/index.html 

 

●  寄付金を募集し て います  

当 財 団 の 運 営 を 応 援 い た だ け る 個 人 、 法 人 の 皆 さ ま か ら の ご 寄 付 を 募 っ て い

ま す 。 寄 付 金 は 、 当 財 団 が 行 う 講 座 ・ 講 演 会 な ど 、 さ ま ざ ま な 事 業 経 費 に 充

てさせていた だきま す。ぜひ、ご 協力い ただきますよ うお願 いします。  

お申し込み、 詳細は  →  http://www.iiclo.or.jp/donation.html 

 

●  当財団公式  Twitter →  https://twitter.com/IICLO_News 
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***************************************************************** 

《１》  この本読ん だ ？  Yasuko's ＆  Takeo's Talk 

***************************************************************** 

『ゆかいな床 井くん 』戸森しるこ /著  講 談社  2018 年 12 月  対象年齢：小

学校高学年以 上  



 

あ ら す じ ： 背 が 高 く て 、 誘 わ れ な い 限 り ト イ レ は 一 人 で 行 く 主 義 の 暦 （ こ よ

み ） が 、 ６ 年 生 に な っ て 隣 の 席 に な っ た 床 井 （ と こ い ） く ん と 仲 良 く な っ

て一年を過ご す様子 を描いた作品 。暦と 床井くんが知 り合う「暦と歴 」、級

友 の ト ー ヤ が 教 育 実 習 の 先 生 に 思 わ ず 「 巨 乳 」 と 言 っ て し ま う 「 お っ ぱ い

について」、暦が 、お しゃれな級友 のハネ リカにキーホ ルダー を取ったと疑

われる「失わ れた羽 」など、 12 の短編の 連作集になっ ている 。  

 

Ｙ：小学６年生の微 妙 な気持ちをさ わやか かつ、丁寧に描いた 本 が出ました。  

Ｔ：そして、 ユーモ ラス。その一 つに、 言葉遊びがあ ります 。  

Ｙ：タイトルか らして「ゆかいな床井（とこ い）くん」だけ ど、「 ゆかいくん」

とも読めます 。  

Ｔ：そし て、暦の髪 が長くて「ロングロ ングヘアー 」、床井君 は、あごが長く

て 「 ロ ン グ ロ ン グ ア ゴ ー 」 と い う の も あ り ま す 。 け れ ど 、 実 は こ れ は た だ

の ダ ジ ャ レ と い う だ け で は な く て 、 暦 の お 母 さ ん が 双 子 で 一 緒 に 暮 ら し て

お り 、 暦 に は 妹 み た い な い と こ が い る と い う よ う な 作 品 内 で の ダ ブ ル イ メ

ージと重なっ ている ところがおも しろい 。  

Ｙ ： 本 当 に 。 作 品 の 中 で 、 暦 は 級 友 を 観 察 し 、 一 緒 に ト イ レ に 行 く と か 、 お

そ ろ い が い い と か 、 人 と 違 う こ と を ど う 思 う と か と い う こ と に つ い て 考 え

ます。言葉の 二重性 は「似ている けど、違う」「 違うけど 、似 ている」こと

を発見してい くこと ともつながり ます。  

Ｔ ： そ し て 、 ク ラ ス で 起 こ る ち ょ っ と し た 諍 い や 、 気 持 ち の 擦 れ 違 い に 対 す

る 床 井 く ん の 反 応 が 暦 の 考 え を 深 め ま す 。 床 井 く ん は 、 正 義 ぶ っ て い な い

け れ ど 、 本 当 の 筋 を 通 す こ と を 言 っ て く れ て 、 暦 も 読 者 も 腑 に 落 ち る 。 そ

れがすがすが しい読 後感につなが りまし た。  

Ｙ ： 外 見 、 性 、 偏 見 、 友 だ ち 、 家 族 、 淡 い 恋 な ど 、 思 春 期 独 特 の 悩 み が 描 か

れ て い て 、 そ れ に 対 し て 暦 が 「 ～ か な 」 と 疑 問 を 持 ち 続 け る と こ ろ も お も

し ろ か っ た で す 。 暦 が 人 に よ っ て い ろ い ろ な 名 前 で 呼 ば れ る こ と で 、 暦 も

読 者 も ア イ デ ン テ ィ テ ィ に つ い て 考 え ら れ る よ う に な っ て い る と 思 い ま し

た。  

Ｔ ： 夏 休 み に 、 暦 と い と こ の な ご み ち ゃ ん と 、 床 井 く ん と 教 授 と 呼 ば れ て い

る 級 友 が 自 動 販 売 機 の あ る 場 所 で 何 度 も 出 会 う 場 面 が あ り 、 最 後 に 自 動 販

売機の故障で それが 終わります。その 時、「ちょっとさみし い。でも、これ

でいいのだ、という 気もした。」とい う暦 の言葉が、成 長のさ みしさを描い

ていて、新美 南吉を 思い出してし まいま した。  

 

＊今回のゲス トは当 財団の宮川健 郎理事 長（Ｔ）です 。  

 

***************************************************************** 

《２》イーハ トヴ周 遊  宮沢賢治 の童話 を読破する  

***************************************************************** 

第 41 回「猫の事務 所 」その２  

語り手の「半 分同感 」が示すもの  

 

前回に続き 、「猫の 事 務所」を取り 上げま す。  

 

小 倉 豊 文 は 、 こ の 作 品 に つ い て 〈 小 動 物 の 世 界 を か り た 「 役 人 根 性 」 に 対 す

るユーマーと 諷刺た っぷりな好個 の寓話 であり、「お役所 風景 」のカリカ チュ

ア〉（角川文 庫版『セ ロ弾きのゴー シュ』解説、 1957 年）と述べています。気

になるのはそ の寓意 ですが、物語 は個性的 な〈猫〉たち によって 展開します。



登場する猫は、黒猫 、白猫、虎猫、三毛 猫、竈猫（かま猫 ）、ぜいたく猫、夏

猫、冬猫など で、種 類も表現も実 に豊富 です。  

 

さ て 、 そ の な か で 主 人 公 と も い え る 〈 か ま 猫 〉 と は 、〈 生 れ 付 き 〉 で は な く 、

〈 夜 か ま ど の 中 に は い っ て ね む る 癖 が あ る た め に 、 い つ で も か ら だ が 煤 で き

た な く 、 殊 に 鼻 と 耳 に は ま っ く ろ に す み が つ い て 、 何 だ か 狸 の よ う な 猫 の こ

と 〉 で す 。 容 貌 の 醜 さ を 理 由 に 周 囲 か ら い じ め ら れ る 構 図 は 、「 よ だ か の 星 」

な ど と も 通 じ る 部 分 が あ り ま す が 、 出 生 や 出 自 に か か る 事 柄 で 不 利 益 を 受 け

るのは、一般 社会の 縮図ともいえ ます。  

 

個 人 の 責 に 帰 す こ と が で き な い ど う し よ う も な い こ と で つ ら く あ た っ た り 、

ま た そ う し た 状 況 に 異 を 唱 え 、 差 別 さ れ る マ イ ノ リ テ ィ の 側 に 立 つ 人 が 些 細

なことでいか に脆く 豹変するかを 、この 物語は語って います 。  

 

事 務 所 を 廃 止 し た 獅 子 の 命 令 は 差 別 を 否 定 す る も の で あ り 、 語 り 手 の 〈 ぼ く

は 半 分 獅 子 に 同 感 で す 〉 と い う 言 葉 は 、 そ の 判 断 に 一 定 の 理 解 を 示 し て い ま

す 。 し か し そ の 一 方 で 、 語 り 手 は 残 り の 半 分 で は 納 得 し 得 な い 心 情 を 吐 露 し

ま す 。 獅 子 に よ る 〈 上 か ら の ご 命 令 〉 は 、 事 務 所 内 の 差 別 を 一 時 的 に 解 消 し

た も の の 、 か ま 猫 や そ の 仲 間 が こ れ か ら も 負 う で あ ろ う 根 源 的 な つ ら さ 、 不

条理まで解決 したわ けではないか らです 。  

 

さまざまな差 別や搾 取に対し、多様な切り 口で作品化し てきた 賢治。「半分同

感 」 と い う 言 葉 は 、 こ う し た 問 題 解 決 の 難 し さ を 示 し て い ま す 。 対 症 療 法 で

も半分支持せ ざるを 得なかったと ころに、賢治の苦悩が 垣間見 えるようです 。

（ペ吉）  

 

（本文の引用 は、角 川文庫版『セ ロ弾き のゴーシュ』 により ました。）  

 

***************************************************************** 
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***************************************************************** 

その 11 さまざまなご 質問にお答え します （ 19）おはな しにつ いて３  

 

質問：昔話を語る時、書かれている 言葉を そのまま覚え る必要 がありますか 。  

 

（前回のつづ きです ）  

前 回 は 、 言 い 回 し を 変 更 す る 場 合 に つ い て 考 え ま し た が 、 今 回 は 、 言 葉 を 変

える場合につ いて考 えたいと思い ます。  

 

た と え ば 、「 な ら 梨 と り 」（『 お は な し の ろ う そ く ６ 』  東 京 子 ど も 図 書 館 編 ）

に 「 ふ く べ 」 が 出 て き ま す 。 お そ ら く 、 ほ と ん ど の 子 ど も が 「 ふ く べ 」 が 何

かを知らない でしょ う。そこで、 いくつ かの選択肢が ありま す。  

１  ふくべが 何かわ からなくても、大 きな 木の枝にぶら さがっ ているとあり 、

「 か ら か ら 」 と い う 音 が 鳴 る も の と い う こ と は わ か る の で 、 何 も せ ず 、 そ

のまま語る。  

２  おはなし を語る 前に、「お話に はふく べが出て来る が、ひょ うたんのこと 」

だと伝える。  

３  おはなし を語る 前に、ふくべ の写真 を見せておく 。  

４  おはなし を語っ た後に必要と 思えば 、ふくべにつ いて説 明する。  

５  おはなし の中で 最初にふくべ が出て きたときに 、「ふ くべ 、ひょうた んと



もいいます」 と入れ る。  

６  ふくべは ひょう たんのことな ので、「 ひょうたん」 と言い 換える。  

 

ど れ を 選 ぶ か は 語 り 手 の 作 品 の 解 釈 と 聞 き 手 の 状 況 に よ っ て 変 わ り ま す 。 ま

ず 、 こ の お 話 の 中 で 、 ふ く べ は 重 要 な 意 味 を 持 っ て い ま す 。 笹 、 ふ く べ 、 カ

ラ ス が 、 太 郎 、 次 郎 、 三 郎 に 道 を 教 え る 役 目 を 負 い ま す 。 で す の で 私 と し て

は、できれば 、ふく べが何か子ど もにわ かってほしい と思い ます。  

 

２ や ３ で も い い と は 思 い つ つ 、 ふ く べ は 大 切 と い っ て も 、 一 番 重 要 で は な い

の で 、 冒 頭 に 説 明 し た り 写 真 な ど を 見 せ た り す る と 目 立 ち す ぎ る よ う に も 思

います。また、４は、おはなしの余 韻を損 ねないか心配 になり ます。そこで、

私は、少し 年長の子 どもには、５のよう にさらっと語 ること によって、「ふく

べ 」 と い う 言 い 方 が 日 本 語 に あ っ た こ と を 伝 え 、 そ の 音 の 豊 か さ を 感 じ て も

らいたいと思 います 。一方、年少の子ど も にはよりわか りやす いように、「ひ

ょ う た ん 」 と 言 い 換 え て し ま っ て い ま す 。 同 じ 話 を 「 ひ ょ う た ん 」 で 再 話 し

て い る 資 料 も あ る の で 大 き な 問 題 は な い か と 考 え て い ま す 。 と は い え 、 ひ ょ

う た ん を 知 ら な い 子 ど も も 増 え て い る 現 状 で こ れ で い い か は 悩 む と こ ろ で す 。 

 

正 し い 答 え が あ る と い う の で は な く 、 選 択 肢 の 中 か ら 判 断 す る 際 に 自 分 の 納

得 す る 理 由 を 考 え 、 語 り を 聞 く 子 ど も た ち が そ の お は な し の お も し ろ さ を 味

わ え る に は ど う す べ き か を 決 め る こ と が 大 切 だ と 思 い ま す 。 ま た 、 語 り は 聞

き 手 と の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン で す の で 、 そ の 場 の 雰 囲 気 で 判 断 す る こ と も 必

要であると思 います 。  

 

＊次号は「そ の 11 さまざまなご質 問にお 答えします（ 20）」 の 予定です。引

き 続 き 同 じ 質 問 に つ い て 考 え ま す 。 ぜ ひ 、 ご 質 問 や ご 意 見 を お 待 ち し て お り

ます。（Ｙ ）  

 

***************************************************************** 

《４》  行って来ま し た！   

***************************************************************** 

神 戸 フ ァ ッ シ ョ ン 美 術 館 で ３ 月 24 日 ま で 開 催 さ れ て い る 「 息 を 呑 む 繊 細 美  

切 り 絵 ア ー ト 展 」 に 行 っ て き ま し た 。 こ の 展 覧 会 で は 、 日 本 を 代 表 す る 切 り

絵作家 11 人の作品 が 約 110 点展示されて います。  

 

現在、「切 り絵」とは 何か厳密に定 義され てはおらず、切 り絵、影絵、貼り絵、

ペーパークラ フト、ペ ーパーアート などい ろいろなジャ ンルが あるそうです 。

技 法 も 、 下 絵 の 紙 を 重 ね 合 わ せ て 切 る 、 原 紙 に 直 接 下 絵 を 描 い て 切 る 、 何 枚

も 色 紙 を 重 ね て 彫 る よ う に 切 る 、 色 付 け し た 和 紙 を 裏 か ら 貼 っ て 彩 色 す る 、

は さ み で 切 る 、 カ ッ タ ー ナ イ フ で 切 る 、 光 の 当 て 方 で 一 つ の 絵 の 場 面 を 変 化

さ せ る な ど 、 作 家 に よ っ て さ ま ざ ま で す 。 作 家 ご と に つ け ら れ た 、 本 人 に よ

る切り絵に対 する思 いのこもった メッセ ージに情熱を 感じま した。  

 

蒼 山 日 菜 の 「 レ ー ス 切 り 絵 」 と 呼 ば れ る は さ み で 切 っ た 作 品 は 、 と て も 繊 細

で お し ゃ れ な 雰 囲 気 で す 。 蝶 は 飛 ん で い る よ う に 、 鯉 は 泳 い で い る よ う に 見

えるのが不思 議です 。井出文蔵 の作品は 、「一寸法師 」など民 話 が題材になっ

ており、「切り絵 」と 聞いてイメー ジする ような素朴な 持ち味 があります 。倪

瑞良の縦 110ｃｍを超 える、神話の世 界を描 いたような大 きな作 品は迫力満点

で 、 草 花 や 羽 を 描 い た 渦 の よ う な 曲 線 の 細 密 な 背 景 に 、 人 物 が 浮 か び あ が っ

てくるように 思えて 、ずっと見て いたい 気分でした。  



 

制 作 過 程 を 想 像 し 、 タ イ ト ル ど お り 、 思 わ ず 息 を 止 め て し ま い ま す 。 切 り 口

の線の美しさ で、周り の空気がピン とはり つめているよ うに感 じました。（Ｋ ） 

 

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

【３】全国の イベン ト紹介  

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

●大阪府子ど も文庫 連絡会  公開講座  

「知ろう！つ くろう ！たのしもう ！  ヒ トは人に育て られて 人になる」  

講  師：藤田 浩子（ 幼児教育者・ 語り手 ）  

日  時：２月 １２日 （火）午前 10 時～ 11 時 45 分  講演会  

    午後 1 時～ 3 時  交流会  

会  場：大阪 市立中 央図書館  ５階大会 議 室（大阪市西 区北堀 江）  

定  員： 250 人  交流 会は 100 人（当日先 着順、申込み 不要）  

参加費：無料  ＊午 後の交流会は 手作り 材料費： 200 円  

主  催：大阪 府子ど も文庫連絡会   共  催：大阪市 立中央 図書館  

 

上 記 イ ベ ン ト の 詳 細 お よ び そ の 他 の 講 座 ・ 講 演 会 、 展 示 会 、 公 募 情 報 に つ い

ては、こちら からご 覧ください。 ↓↓  

http://www.iiclo.or.jp/03_event/04_other/index.html 

※イベント情 報をお 送りください 。当財 団ＨＰに掲載 させて いただきます ／  

 

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

【４】プレゼ ント  

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

今 号 の コ ラ ム 《 １ 》「 こ の 本 読 ん だ ？ 」 で 紹 介 し ま し た 『 ゆ か い な 床 井 く ん 』

を １ 名 の 方 に プ レ ゼ ン ト し ま す 。 ご 希 望 の 方 は 、 メ ー ル で 件 名 「 メ ル マ ガ

NO.101 プレゼン ト希 望」とし 、(1)お名前  (2)郵便番号・住所  (3)電話番号  (4)

メ ー ル ア ド レ ス 、 よ ろ し け れ ば  (5)こ の メ ル マ ガ の ご 感 想 を お 書 き の う え  

office@iiclo.or.jp にお送りくだ さい。  

締切は 2 月 12 日 (火 )、当選発表は 発送を もって代えさ せてい ただきます／  

 

編┃集┃長┃ の┃つ ┃ぶ┃や┃き ┃  

━┛━┛━┛ ━┛━ ┛━┛━┛━ ┛  

年末年始は寒 波襲来 との長期予報 があり ましたが、過 ぎてみ れば穏やかな お

正月でした。 しかし 、インフルエ ンザの 猛威の拡大や 、風疹 で非常事態宣 言

が出ている地 域も。 手洗いうがい は言う に及ばず、人 ごみで のマスク着用 、

充分な睡眠と 栄養補 給に心がけま しょう 。（ＴＡ）  

━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━  

------------------------------------------------------------------ 

み な さ ま の ご 意 見 ・ ご 感 想 を お 聞 か せ く だ さ い 。 下 記 メ ー ル ア ド レ ス ま で お

願いします。  

原則として返 信はい たしませんの でご了 承ください。  

●このメール マガジ ンは、ご登録 いただ きました皆様 に配信 しています。  

●配信の登録 ・解除 ・変更は、  

  http://www.iiclo.or.jp/m1_magazine/index.html パソコン からどうぞ  

●このメール の送信 アドレスは配 信専用 です。  

●記事の無断 転載は ご遠慮くださ い。  

------------------------------------------------------------------ 

発行：一般財 団法人  大阪国際児童 文学振 興財団  http://www.iiclo.or.jp/ 



〒 577-0011 大阪府東 大阪市荒本北 1-2-1 大阪府立中央 図書館 内  

TEL： 06-6744-0581  FAX： 06-6744-0582  E-mail： office＠ iiclo.or.jp 

------------------------------------------------------------------ 

━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━  


